
資 格 等 級 （職 務 ラン ク ） 職 務 賃 金 額

エ キ ス パ ー ト資 格 （ Ｒ１ ） ２ ４ ８ ， ７ ９ ０円
エ キ ス パ ー ト資 格 （ Ｒ２ ） ２ ２ ２ ， ３ ３ ０円
エ キ ス パ ー ト資 格 （ Ｒ３ ） １ ９ ８ ， ９ ３ ０円

業 務 資 格 １級 １８３， ７ ３ ０円
業 務 資 格 ２級 １３４， ７ ３ ０円

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価

エキスパート資格（Ｒ１） ４３，９３０円 ３５，０４０円 ２６，１５０円 １４，３５０円
エキスパート資格（Ｒ２）
エキスパート資格（Ｒ３）

業務資格１級 ２７，８２０円 ２２，９５０円 １８，０７０円 １１，５５０円
業務資格２級 １７，１３０円 １４，４８０円 １１，８２０円 ７，２７０円

資格等級（職務ランク）

３６，２３０円 ２９，３２０円 ２２，４００円 １２，６００円

成果手当額

４評価 ３評価 ２評価 １評価
シニアスペシャリストⅠ ２４７，７４８円１８５，８１１円１２３，８７０円 ５９，１７３円
シニアスペシャリストⅡ ２０９，６３２円１５７，２２４円１０４，８１６円 ５０，７００円
シニアスペシャリストⅢ １５，６０４円 １１，７０３円 ７，８０２円 ２，０２０円

雇用区分
評価 雇 用 形 態 支 払 率

シ ニ ア ス ペ シ ャ リ ス ト Ⅰ ２ ． ２ ０
シ ニ ア ス ペ シ ャ リ ス ト Ⅱ ２ ． ２ ０
シ ニ ア ス ペ シ ャ リ ス ト Ⅲ

（ 平 成 2 9 年 度 末 6 3 歳 以 下 ）
１ ． ３ ５

シ ニ ア ス ペ シ ャ リ ス ト Ⅲ
（ 平 成 2 9 年 度 末 6 4 歳 以 上 ）

２ ． ０ ４

今
次
春
闘
に
お
い
て
は
、
正

社
員
、
六
〇
歳
超
え
月
給
制
社

員
の
月
例
賃
金
改
善
お
よ
び
正

社
員
の
特
別
手
当
、
六
〇
歳
超

え
月
給
制
契
約
社
員
の
一
時
金

の
上
積
み
が
で
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｗ
九
州
分
会
に
お
い
て
は
、

ほ
ぼ
全
員
に
対
し
て
、
四
年
連

続
の
月
例
賃
金
改
善
で
き
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
原
資
配
分
が
依
然

と
し
て
地
域
水
準
の
ま
ま
改
善

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
課
題
と
し
て
受
け
と
め
、

今
後
に
向
け
て
は
、
事
業
環
境

の
変
化
に
伴
う
働
き
方
を
踏
ま

え
た
制
度
改
善
論
議
や
政
府
の

「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
で

の
論
議
動
向
も
含
め
た
政
策
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
持
株
グ
ル
ー

プ
本
部
、
中
央
本
部
と
連
携
し

て
、
来
年
以
降
も
継
続
課
題
と

し
て
何
年
掛
っ
て
で
も
粘
り
強

く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

春
闘
期
間
の
組
合
員
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
権
丈
）
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１．リージョナルキャリア社員の月例賃金については、職務賃金及び成果手当を次により改定します。

なお、実施時期については、平成２９年４月１日とします。

(1) 職務賃金額を表１のとおり改定します。

(2) 成果手当額を表２のとおり改定します。

２．月給制契約社員（６０歳超え）については、夏期及び年末特別手当における評価分を表３のとおり改定します。

なお、実施時期については、平成２９８年４月１日とします。

３．コムウェア本社社員及びリージョナルキャリア社員及び月給制契約社員（６０歳超え）の平成２９年度特別手当については、次のとおり支払うことと

します。

(1) コムウェア本社社員の特別手当については、平成２８年度末年齢が５５歳未満の一般資格、エキスパート資格グループの社員に対し、夏冬均等支払

いの年間臨給として、４０歳一般資格１級モデルにおける「年間１,４４９,０００円」相当を支払うこととします。

なお、平成２８年度末年齢が５５歳以上の一般資格、エキスパート資格グループの社員に対して、これに準じた額を支払うこととします。

(2) リージョナルキャリア社員の特別手当については、夏冬均等支払いの年間臨給として、１人平均年間４．８ヵ月分を支払うこととします。

(3) 月給制契約社員（６０歳超え）の特別手当については、会社業績等を勘案して支払率等を決定する仕組みに見直すこととし、平成２９年度において

は夏冬均等支払いの年間臨給として、表４のとおり支払うこととします。

４．ワーク・ライフ・バランスの推進に向けては、働き方・休み方に対する意識改革や業務プロセスの改善等を推し進めることとし、基本的に定時までに

業務を終了できるよう取り組んでいく考えであり、業務上の必要性に基づき時間外労働を行う場合においても、真にやむを得ない場合を除き、原則、深

夜勤務を禁止とするなど、社員の健康に配慮していく考えであります。具体的には、労働時間適正化本委員会等を通じて、更に論議を深めつつ、当社の

業務特性並びに職場実態を勘案した実効ある取り組みを検討・推進していく考えであります。

５．情報労連との最低賃金協定の締結については、情報労連と誠意をもって対応していく考えであります。

三
月
一
五
日
、
中
央
本
部
は

持
株
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
八
社
か
ら
順
次
回
答
を
受
け
、

二
〇
一
七
春
季
生
活
闘
争
を
妥

結
・
収
拾
し
ま
し
た
。
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本
格
的
な
春
の
到
来
を
思
わ
せ
る

晴
天
の
な
か
、
二
千
六
百
二
十
九
人

も
の
働
く
仲
間

た
ち
が
集
結
し
、

全
て
の
働
く
者

の
賃
金
底
上
げ

と
格
差
是
正
の

実
現
を
目
指
す

決
議
案
を
採
択

し
た
。

集
会
後
は
、

天
神
の
中
心
地

を
デ
モ
行
進
し
、
「
賃
金
・
労
働
条
件
を
改
善
す

る
ぞ
」
、
「
長
時
間
労
働
を
撲
滅
す
る
ぞ
」
な
ど

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
た
の
ち
、
流
れ
解

散
と
な
っ
た
。

多
く
の
働
く
仲
間
達
と
今
次
春
闘
を
勝
ち
取
る

意
識
を
共
有
す
る
集
会
と
な
っ
た
。
（
羽
田
）

三
月
十
二
日
（
日
）
に
、
福
岡

市
の
天
神
中
央
公
園
に
て
連
合
福

岡
主
催
に
よ
る
「
二
〇
一
七
春
季

生
活
闘
争
勝
利
・
総
決
起
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
Ｃ
Ｗ
九
州
分
会
か

ら
は
執
行
委
員
六
名
が
参
加
し
た
。

突然ですが、ダ

ムカードという存

在を御存知でしょ

うか。ダムカード

は日本各地のダム

の管理事務所等で

配布していて、誰

でも無料で貰うこ

とができます。

掲載している写真は、私が初めて訪れた香川の豊稔ダムの

ダムカードの表面で、まるでヨーロッパの古城のようなダム

です。裏面にはダムの型式、貯水量、ダムを建設におけるこ

だわり技術が記載されていますが、専門用語も多いため、か

なりマニアックです。

現在、ダムカードは五百枚以上発行されていて、不定期更

新される上に、今は配布していないダムでも急に配布を始め

ることがあるため、タイトルの通り、集め始めるとまさに終

わらない旅になります。

2011年3月に発生した「東日本震災」は、6年が経過しましたが、

今なお、多くの人達が全国の市区町村に非難または仮設住宅での

生活を余儀なくされている現状にあります。

また、2016年4月に発生した「熊本地震」においても、多くの人

が犠牲となるとともに、建物崩壊や土砂災害等、熊本県を中心に

甚大な被害をおよぼしました。

持株グループ本部は、震災以降、中央本部と連携しボランティ

ア活動等に積極的に参加するとともに、持株グループ本部独自の

活動を展開するなど、被災地に寄り添った取り組みを進めてきま

した。

今年度は、各分会のｆｒａｇｅリーダーの提案により、物資販

売を企画しました。被災地を「忘れない」、震災への意識を「風

化させない」誰もが取り組める活動として、被災地の食品購入に

より、現地を応援するとともに備蓄品の購入により自らの安全対

策の意識向上を図る取り組みにつながればと考えます。

ぜひ、この機会にご購入いただき、復興支援にご協力ください。


